
 

 

 

３月９日（水）いよいよ公立高校後期選抜！！ 

当日は 落ち着いて答案を書こう 

  

１ はじめに全体を確認し、できる問題から解く 

 ・いきなり問題を解き始めないこと。全問題を見渡し、すぐ解ける問題、少し考えればできる問題、難し

い問題の３種類に分類します。すぐ解ける問題から取りかかり、解答用紙が徐々に埋まっていくことで

気持ちが落ち着いてきます。 

 

２ 検査終了前の５分間は見直しを 

  ・入試本番は普段より緊張し、いつもなら絶対しないようなミスをしてしまいがちです。そんなミスを防

ぐため、終了５分前になったら、考え中の問題があっても見直しを優先しましょう。見直しのポイント

は、 

  （１）答え方は設問の指示に合っているか？ 

（記号で書く、漢字で書く、１０文字以内で書くなど） 

  （２）単位は正確か？ 

 （３）句読点、コンマ、ピリオドなどの書き忘れはないか？ 

 

３ 解答用紙を確実に埋めていく 

 ・自信がなくても、書いた答えが当たっていれば得点になります。何も書かなければ得点になりません。

空欄をつくらずに、思いついた答えを積極的に書き込みましょう。 

  （１）選択問題は、まったくわからなくてもどれかを選んで書く。 

 （２）記述問題は、解答欄の中央に濃く大きく読みやすい字で記入する。 

たとえ解答に自信がなくても、消さずに残しておけば、見直しの時に正答がひらめくことがある。 

  （３）論述問題は配点が高めなので、空欄にしないで自分の考えを書く。 

必要な要素が含まれていれば、部分点がもらえる可能性もある。 

 

                   試験本番にできることは限られています。今まで頑張ってき

た自分を信じるだけ。自分を信じて試験に挑みましょう。 
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～重要～ 

〇公立高校後期選抜における健康チェック用紙の記入について 

 後期選抜当日は、春先ということもあり、アレルギーや花粉症により、健康チェック用紙の項目③ 

 「のどの痛み・咳・たん・鼻水・鼻づまりがある」に該当する受検生が複数出てくるものと思われます。

アレルギーや花粉症による場合は、項目③の右横空白部分に「アレルギー症による」等、新型コロナウ

イルス感染症に関わらないものであることがわかるように記入してください。 

 

〇公立高校後期選抜における新型コロナウイルス感染症の無症状濃厚接触者の対応についての

変更について 

 １ 現行 

  〇 令和４年３月８日（火）正午までに PCR検査の結果が陰性であること 

  〇 学力検査当日も無症状であること 

  〇 公共の交通機関を利用せず、かつ、人が密集する場所をさけて受験会場まで移動できること 

 ２ 変更後 

  〇 学力検査当日も無症状であること 

  〇 公共の交通機関を利用せず、かつ、人が密集する場所をさけて受験会場まで移動できること 

 

＊対象となる志願者がいる場合は、中学校から志望高校に速やかに連絡し、申請書を３月８日（火）正午

までに提出します。学力検査は別会場受検となります。 

 

 ３ その他 

〇 濃厚接触者ではないが、学力検査当日に学級閉鎖等の状態で待機を要請されている受検生は、志

望高等学校の一般検査室で他の受検生とともに受検する。 

 

 

 

この進路通信は、明日（３／３）高校別打ち合わせ会でも確認します。クラス別カラーのクリアーホルダ

ーに入れておきましょう。 

 

クラスカラー別のファイルにいれておきましょう。 

受験生に贈る。読むだけで頑張れる名言 

① 入試のプレッシャーに負けない自信。明確な根拠のある自信。それを得るためにはひたすら勉強するし

かないのだ。（桜木建二／ドラゴン桜） 

② とにかくたくさん問題に触れるんだ。そうすりゃどこかで見た問題がでる可能性がある（桜木建二） 

③ 人にできて、君だけにできないことなんてあるもんか。（ドラえもん） 

④ 量より質が重要だ。（スティーブン・ジョブス） 

⑤ 人間の最大の弱点はあきらめることだ。（川藤幸一／ROOKIES） 

⑥ 小さいことを重ねることがとんでもないところに行くただ一つの道だ。（イチロー） 

⑦ 誰よりも三倍、四倍、五倍勉強する者、それが天才だ。（野口英世） 

⑧ 一方は「これで十分だ」と考えるが、もう一方は「まだ足りないかもしれない」と考える。そしたいわ

ば紙一枚の差が、大きな成果の違いを生む。（松下幸之助） 

 

気に入ったものがあったら紙に書いて、机に貼っておこう。 


